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It is well-known that potential g凶dientof a位n偶：phericelectricity国 nbe affected by the meteoro・
logi田 1conditions. 
The writer has inv回tigatedth関e包fluences,and at first the influenc田 ofwind on the potential 

gradient are reported in仙isarticle. The utifized data are the poぬntialgradient, the wind-
directions and wind-velociti伺 observedsimultanously at the Memambetsu恥fagneticObsぽ vat.cry
台。m Feb.初 Sept.,1950. The ho町 lydeviations of o民犯rvedpo旬，ntfalgr沼.dientfrom the ∞πe-
spend泊gnormal四 lu田 areclassified泊め 16cla田 esby the wind directions. The results are as 
follows: 
( i ) The charac回 isti伺 due初 thewind-dir配 tionapp回 mmore cl田 rlyin Winter season也an

・m Summer s回却n.。i)In W泊総rs伺回n，ぬe邸 白 書sivelyhigh values are o以町vedin the WSW wind-direction and 

the邸 時 掲ivelylow values in the NNW dirぽ tion. In othぽ directions阿武icularnatur田 arenot 
shown. It may be consideredぬatthe former excellent value is due to the smoke ∞ 凶ngfrom 
ぬeMemambe鈎U鈎wn叩 dlater one due匂 thefresh必rcoming over the Lake Abashiri. 

(iii) In Summer s国 son,slightly excellent values are shown in WSW dir釘 tiononly, but in 
the othぽ directi叩 do伺 n’tapp回rany particular effect. This may be explainable by considぽ ing
泊eJoe渇ldisturba町田 dueぬ thedistribution of wind-direction and the Sl町 ・oundingfield n回 rthe 
o胎 ぽV泊gstation h由lss阻田n.
(iv) The relation between the above-mentioned valu回 of仰総ntialgradi回 tand the w~d

velocity are inv田tigated,and we obtained that there is a d配reasingt聞 d阻 cyof卯 tentialgradient 
aα沿mpaniedwith the inぽ回singof wind-velocity. This tendency is very remarkable in Winter 
tx>m伊redwithぬatin Summer. 

§ 1. 緒官

室中電気D擾乱が気象要素によって起るととがしばしばで，例えぽ降雨，降雪，宮，風塵，畑

霧，等D発生に際しては相当D擾乱が誘発される．特に女満別地方一帯は火山友地帯でおるため，

5月D乾燥期に入ると地表面附近は非常に不安定危状態となり， 10米以上C風認の自には必ず風塵

を伴い，電位傾度は負C変化をし，数千グォルトと云う億を示すととがしばしばである．風塵に関

しては後日述べるとし・亡，ととでは風D膨智についてDみ述べる．

今趨tz:観測された結集によると女満別に沿ける電位傾度C年平均値は122V/mで多期に大きく夏

期に小さくたっている．
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最大は1用で178V/mを示しl，最小はBF.Iで 80V/mであった．

§ 2. 観測器掛

観測j器械はパシトルフ議限電位計を用い蒐置器は71\~商及d放射能（ボローユーム〉蒐電器を用い

た．感度は補助電庄土＇ 67.5Vのとき 7.5V/mmであった．

§ 3. 観測点周囲の状況

当観測所は女満別市街より約1.5粁距った高台に位置している．周囲の地理的状況を次に述ぺょ

う.WSW-W-WNW q;>方向に女満別市街が拡がっている.SSE-S-SSW q;>方向には観測点より80

米距った処に第一の防風林があP，東に200米距った処に原始林を利用した大規模な第二の防風林

が東西に走っている．

WNW-NW-NNW D方向・には網走湖を按えて治り，との糊の電依傾度観測に演ずる役割は大き

いものである．その他の方向は特に記するものはなく，大体農耕地である．

§ 4. 風の影響

統計に当つては気象的。擾説の起vった日及び風速7米以上白日は風縦を伴うたそれがあるのでそ

の日も除き，気象的に静積と思われる日のみについて調べた．

1. 風向によるもの

気象的静穏日につきその自の街時の電依傾度の債からその周の日変化からの偏差をとりとれ等を

風向別に分類レて見た.2月から6月迄を冬期とし， 7月から9月詣を夏期とした．

第 1図及び第2図でわかる棋に．風向による変化がよく現われている．すなわち風向WSWq;>と
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t最大となり， NNWCとき最小となっている．とれは観測点とそD周囲C地理的胸係をよく表明

し・亡u、る．

a）風向 WSW-W-WNWのとき

.$.期に沿い之は偏差D変化大きく，他D風向のときに比べて数倍D値を示している.l?l期tr:入る

と冬期程顕著でなくそC他はずっと小さくなっている．

b）風向SSE-S-S.5W<Dとを

冬期，瓦期を通じて偏差は余り大きな値を示さないが他と比べると減少の形となっている．夏期

に沿いては幾分晴加となっている．

c）風向WNW-NW-NNWのとき

4喜朗に沿いは装化が継しく観測値は金制聞を遁じ最小を示し， WSW<D変化と対称的である．夏

期においては多期担割j然とせず他D風向のときと同横増加の形となっている．

d）他C風向Dとき £!i 

とのとをD偏議は余り目立った変化はなく多胡， ‘色

夏期を比べると夏期に沿いて幾分噌加となってい

る．

2. 鳳カによるもの

風力は大体平均4米毎秒位である．
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風力と偏器とD関係を見るに.~期， E期を通じ ~10 

て風力が地加すると共に偏義C変化は誠少すると

とが認められた．叉風向回散を見ると＇ s方向が最

大となり，他<D3～5倍となっている．
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§ 6. 結果lζ対する考擦

1) aの場合

第1図で見ても解る様にとの方向の風が吹くと．偏差。変化は増加している．との原因は乙の方

向には女満別市街が拡がっているため， WSW及びW の風が吹くと，とれ等市街で炊く暖姐によ

る煤煙や細血が飛来するため，大気中の小イオシの減少となり，そD結泉大気の寵気伝部度を悪く

するためと思われる．夏期κ沿いては冬期種顕著ではなく変化はずっと甑少されている．とれは夏

期に入ったため暖櫨による膨轡がなくなったためと盟、われる．

2) bの場 合

乙D方向DときはWNW-NW-NNWC場合程，顕著に現われたいが，かたり減少の形となって

いる．とれはとD方向には第一，並びに第三の随風林が東西に走っているため，細膨．類が飛んで来

てもとれ等防風林にさえぎられるためとれ等の膨留が観測点まで及ぼさないもDと考えられる．

3) cの場合

との風向のときは偏差D変化は夏期に3ないては余り顕著で危いが多胡に3ないては極めて顕著であ

る，乙れはとの方向には網走糊があるため，風向がζの方向に変ると湖上よりの清博t主主主気を運ん

で来る党め大気中の小イオ:YCD増加とたり電気伝噂度をよくするためと思われる．

1950年 9月に電位傾度並びに伝部度観測を併行して観測した結果を一例として述べると風向に

よる変化がよく現われている．すなわち風向が N に変ると共に電位傾度の密化は減少し電気伝導

度D増加が認、められた．
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第 4回女満別における電位傾度及び伝鴻度変化の夙によって変ったー倒

的 dの場 合

余り目立った変化はたし ENE方向のとき幾分減少の静となっている．とれはとの方向には農

耕地がなく草原が多いため仰の場合と比べると細梅.<D影響が可成減少されているためと思われる．

§ 6. 結 言

女満別に沿いては昭和24~10 月より電倣：傾度測定を開始している. 25年2月より 9JH告。資料

により，鼠の影響について制べて見た．風向及。’風力と電位傾度との関係、大なるととが認められ

た．特ti:風向との関係が探くとれは観測l点とその周聞の地理！的状況を物語っている．終りに臨み，

絡始御懇1~なる樹l指部主下さいました湯村所長にl単く御札申上げます．


